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１．『ドライバーデータ収集』システムの表示画面構成について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収集データ表示欄 
 収集したドライバーデータのサマリー表示

及び、管理ファイルの一覧表示、管理ファイ

ル中に改行データ挿入指示を行います。 

ステイタス情報表示欄 
 操作ガイドメッセージ、ドライバー接続

状況、システムのバージョン番号などの表

示を行います。 

ドライバー接続管理欄 
 判定誤差率、データ管理ファイルの保存形式、

ドライバー接続情報の指定を行います。 

メニュー欄 
 ファイルの新規作成、説明書表示、シ

ステム終了指示などを行います。 

 
 
 
 
 1



２．メニュー欄について 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 管理フォルダの指定（Ｆ） 
 収集データ管理ファイルを保存するフォルダを指定できます。インストール後の最初のシス

テム起動で、管理フォルダの指定ダイアログ画面が表示されます。 

 
② 新規作成（Ｎ） 

収集データ管理ファイルを新しく作成するときには、このメニューをクリックしてください。

ファイルがすでに作成されている場合、このメニューは操作が無効の表示となります。 
 

③ 手引書（Ｍ） 
この操作手引書を表示します。 

 
④ 終了（Ｘ） 

このシステムを終了します。画面右上の閉じるボタンと同じです。 
 

※ 本システムにおける収集データ管理ファイルについて 

収集データは、次のようにファイル管理されます。 
（１） １つの収集データ管理ファイルにおける登録件数の上限は、３００００件としていま

す。登録件数の上限を超えた場合、新たにファイルが生成されます。 
 

（２） ファイル名は、作成した日付をファイル名として自動的に命名されます。また、ファ

イルの拡張子はファイルの保存形式で指定の拡張子となります。 
例えば、平成 20年 8月 21日に作成される場合、ファイル名は『2008年 08月 21

日』となります。 
 

（３） 登録件数の上限を超えた場合は、それまでの管理ファイルのファイル名は変更され、

新たに、ファイルが生成されます。 
例えば、ファイル名『2008 年 08 月 19 日』のファイルのデータ管理件数が３００
００件を越えると、『2008年 08月 19日』のファイル名は『2008年 08月 19日_1』
となり、新たにファイル名『2008年 08月 19日』のファイルが作成されます。 
さらに、データ管理件数が登録件数の上限を越えると、『2008年 08月 19日』のフ

ァイル名は『2008 年 08 月 19 日_2』となり、新たにファイル名『2008 年 08 月 19
日』のファイルが作成されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４） システムの終了時、管理ファイル中に管理データが１件もない場合、その管理ファイ

ルは削除されます。 
例えば、上右図では、『2008年 08月 19日.csv』ファイルで管理中ですが、一度も

データ収集が行われず、システムが終了した場合、『2008年 08月 19日.csv』ファイ
ルは削除されます。 
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３．ドライバー接続管理欄について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

接続・切断ボタン 
ドライバーとの接続・切断を行います。

ドライバー接続情報 
ドライバーからのデータ受信を『COM』、
『LAN』いずれで行うかを選択します。 

ファイル保存形式 
収集データは、CSV形式で保存されま
す。 

判定誤差率（%） 
０％、２％、５％、１０％、１５％、２０％

のいずれかを選択します。 
 
※ ドライバー接続中に判定誤差率を選択

すると、選択された誤差率を判定機に送

信します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドライバー接続情報について 
 ①『COM』が選択された場合 

シリアル通信用の COM ポートを選択してください。ボーレートは
装置に合わせて選択してください。 
 
②『LAN』が選択された場合 
判定機が『LAN』接続に対応している場合、LAN接続ができます。
その場合、TCP/IP アドレス（このシステムが動作しているパソコ
ン）及び通信に使用するポート番号を選択してください。 
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４．収集データ表示欄について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ログ情報 
収集データのログ情報を

表示します。 

管理ファイル一覧 
収集データ管理ファイルのファイル名を一覧

表示します。先頭に表示されているファイル名が

収集中のファイルです。 

収集したドライバーデータを表示します。 
判定結果欄では、判定結果を『ＯＫ』、『ＮＧ』

で表示します。 

改行挿入ボタン 
収集ファイル中に１件分

のスペースを挿入します。 

収集データ 
最新の収集データ４件分をサマリー表示します。 
空白行は、ファイル中で１件分のスペース行がある

ことを示します。また、『改行挿入』ボタンのクリッ

クで、ファイルに１件分のスペースが登録されます。

 
① Ｎｏはファイル中の登録件数を示します。 
② 換算値は、トルク換算値を示します。 
③ 時間は、測定時間を示します。 
④ 判定は、判定コードを示します。 
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５．ステイタス情報表示欄について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

システムバージョン表示 
このシステムのバージョン

が表示されます。 

接続状態表示 
データ受信のための接続状況が表示されます。 

ガイドメッセージ表示 
マウスが操作可能な場所に移動すると、

そのガイドメッセージが表示されます。 

 
 
 
 
６．システム・インストール後の最初のシステム起動について 
  このシステムをインストール後、最初の起動では、下図管理フォルダ指定のダイアログ画面が表

示されます。任意のフォルダを指定してください。以後、そのフォルダで収集したデータはファイ

ル管理されます。 
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７．システムの動作環境について 
   このシステムは、Windows XP及び Windows Vista のいずれでも動作します。ただし、『.NET フ
レームワーク２．０』を使用しておりますので、あらかじめこれらをインストールしておく必要が

あります。インストール済みか否かの確認は、コントロールパネルの『プログラムの追加と削除』

により確認できます。プログラムの追加と削除で表示される一覧の中に、下図に示す表示があれば、

『.NET フレームワーク２．０』はインストールされています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．システムのインストール／アンインストールについて 

① システムのインストール 
    システムのインストールは、配布されたインストールパッケージ内にある『ドライバーデー

タ収集.msi』をダブルクリックすると始まります。インストールの手順は、表示される画面に
従って進めてください。 

 
 ダブルクリックしてください。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリックしてください。
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クリックしてください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリックしてください。 
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クリックしてください。 
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② システムのアンインストール 
システムのアンインストールは、『プログラムの追加と削除』で行ってください。 

     プログラムの追加と削除の画面で、『ドライバーデータ収集システム』を選択し、削除
ボタンを押すと、下図『プログラムの追加と削除』ダイアログ画面が表示されますので、はい

ボタンをクリックするとアンインストールができます。 
 
 
 

クリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリックしてください。 
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